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研究成果の概要（和文）：2度の現地調査において、障がい・疾患のある子どもとその保護者計8組及び健常児計
5名への聞き取り調査を行った。疾患や障がいをもつ子どもとその保護者への聞き取りは、2009年からの合計で
29組となった。それらの回答を対象にテキスト解析を行い、高出現頻度の単語をピックアップし、それらの単語
を使用して共起ネットワーク分析を実施した。
その結果、子どもの病気や障がいについて語られる際に、同時に核実験やその影響について語られている頻度が
高いことが分かった。このことから、直接核実験を経験していない現代の子どもたちの疾患や障がいが、核実験
との関連で語られる頻度が高いことが示されたと言える。

研究成果の概要（英文）：Through the two field surveys, we have interviewed 8 pairs of children with 
disabilities/diseases and their parents, and 5 healthy children. This resulted in a total of 29 
pairs of children with disabilities/diseases and their parents which were interviewed since 2009. We
 performed text analysis on these responses. First, we picked out high frequency words, then we did 
a co-occurrence network analysis on those words.
The results showed that when children's disabilities/diseases were mentioned, nuclear test and its 
effects were mentioned at the same time with high frequency. This result indicates that the diseases
 and disabilities of today's children, who have not directly experienced nuclear tests, are more 
frequently mentioned in connection with nuclear tests.

研究分野： 平和学、子ども学、社会（医）学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「核被災者としての子ども」を扱う研究は数少ない。子ども自身が何を思い、何を感じ、何に苦しんでいるの
か、直接子ども本人や子どもにかかわる人々の「声」を聞き取ることでしか得られない事実がある。その事実は
核実験や核兵器の非人道性を浮き彫りにし、核廃絶へ向けての動きを後押しするであろう。また、福島をはじめ
とする国内外の核被災者の子どもへの理解を促進し、必要な支援の提供にも寄与するはずである。
加えて、2021年に発効された核兵器禁止条約の第6条（被害者に対する援助及び環境の修復）及び第7条（国際的
な協力及び援助）履行の具体化に当たって、重要な示唆を与えることとなろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 
カザフスタン共和国・セミパラチンスク核実験場は旧ソ連最大の核実験場であり、1949 年か

ら 1989 年の 40 年間で地上 25 回、空中 86 回を含む計 456 回の核実験が実施された。その結果、
周辺住民は放射線による被害を受け、被災者総数は数十万人以上と推計されている。 
旧ソ連崩壊後、カザフスタンが独立し核保有を放棄したことで、セミパラチンスク核実験場は

他国の研究者が核被害の影響を現地において検証できる唯一の場となった。様々な分野の研究
が実施されたが、2002 年より、本研究の分担者である川野徳幸教授が主宰して社会（医）学の
領域からアンケート調査及び証言収集調査を開始し、核実験被災者の【いのち】【くらし】【ここ
ろ】、すなわち身体的・社会的・精神的側面全般にわたる被害を明らかにしようと試み、研究代
表者も 2005 年より当該研究に参画してきた。 
アンケート調査・証言収集調査では、被害がより大きいと想定される 1963 年以前の地上核実

験を経験した被災者を対象としてきた。加えて研究代表者は 2009 年より、核実験場周辺に現在
居住する疾患・障がいをもつ子どもとその保護者へのインタビューを開始し、本研究開始前年の
2019 年までに計 20 組以上の調査を行った。その結果、核実験場が閉鎖され 20 年以上が経過し
た現在も、核実験の影響と考えられる様々な被害から逃れられずにいる子どもたちが存在する
ことが分かった。 
 
 
２． 研究の目的 

 
本研究の目的は、カザフスタン共和国・セミパラチンスク核実験場周辺に現在居住している子

どもたちが受けている被害を、子どもや保護者から直接詳細に聞き取ることにより、健康面【い
のち】、経済・社会的側面【くらし】、精神面【こころ】の各方面並びに過去・現在・未来にわた
って包括的にとらえ、核実験が子どもの人生に与える影響を明らかにすることである。 
 
 
３． 研究の方法 
 
(1) 調査対象 
本研究の調査対象者は、セミパラチンスク核実験場周辺に現在居住する（18 歳以下の）子ど

もたちとする。現在の住民である子どもたちは 1989 年の核実験場閉鎖後に誕生しており、核実
験の直接の経験はない。しかしながら、核実験の被災者の証言の中で子や孫の健康不安が多く語
られていること、日本の四国ほどの広大な核実験場跡地内には、未だ高線量の放射線が残されて
いることから、現在の子どもたちも核実験による直接・間接の被災者であると捉え、その実態を
明らかにする。 

 
(2) 調査手法  
インタビュー調査：①基本属性、②核実験について（知っていること、知った時期、核実験・

核兵器についてどう思うか、自分の障がいや疾患の原因は核実験だと思うか等）、③生活史（衣
食住を中心とした生活の様子とそれに対する思い）、④現在の思い。保護者には加えて⑤カザフ
独立時（実験場閉鎖時）の変化、⑥お子さんに対する思いを尋ねる。これらの質問項目をもとに、
半構造化インタビューを行う。疾患・障がいをもたない子どもに対しても、原則として同内容の
インタビューを実施する。 

 
(3) 分析方法  
量的研究：テキスト解析を行う。会話中に出現頻度の高いキーワードの抽出を行い、主成分分

析法を用い核被害に対する概念をまとめる。クラスター分析法なども用い、証言の内容構造を分
析し、核実験が被災者に何をもたらしたかを考察する。 
 
 
４． 研究成果 

 
コロナ禍により、4 年間の研究実施期間のうち、前半の 2 年は現地調査を実施することができ

なかったが、後半 2 年で障がい・疾患のある子どもとその保護者計 8 組及び健常児計 5 名への
聞き取り調査を行うことができた。以下、本研究課題期間中に行った現地調査における回答者の
属性を表 1 にまとめた。 
 
 



 
表 1 インタビュー回答者の属性 

No. インタビュー実施日 診断名 回答者 年齢 性別 

1 2022 年 8 月 11 日 脳性麻痺・脳性麻痺 

母 33 女 
子 14 女 
子 12 男 

2 2022 年 8 月 11 日 精神遅滞 
母 32 女 
子 9 男 

3 2022 年 8 月 11 日 自閉症、股関節形成不全 
母 28 女 
子 7 男 

4 2022 年 8 月 12 日 
脳性麻痺、 
アーノルドキアリ奇形 

母 37 女 
子 6 男 

5 2022 年 8 月 12 日 健常児 子 15 女 
6 2022 年 8 月 12 日 健常児 子 16 男 

7 2023 年 8 月 23 日 脳性麻痺 
母 32 女 
子 9 女 

8 2023 年 8 月 24 日 
心臓弁膜症・精神遅滞・精神
遅滞 

母 39 女 
子 17 男 
子 5 男 
子 5 男 

9 2023 年 8 月 24 日 自閉症 
母 36 女 
子 5 男 

10 2023 年 8 月 24 日 脳性麻痺 
母 32 女 
子 6 女 

11 2023 年 8 月 25 日 健常児 子 17 男 
12 2023 年 8 月 25 日 健常児 子 17 男 
13 2023 年 8 月 25 日 健常児 子 17 女 

※きょうだいがそれぞれ診断名をもつ場合、「・」で区切って示している。 
 
 
疾患や障がいをもつ子どもとその保護者への聞き取りは、2009 年からの合計で 29 組となっ

た。積み重ねてきた聞き取り調査の回答を対象にテキスト解析を行い、高出現頻度の単語をピッ
クアップし、それらの単語を使用して共起ネットワーク分析を実施した。 
はじめに、出現頻度 30 回以上の単語を選択し、回答の特性を示さない品詞（人名、感動詞等）

を除いたところ、回答中で多く語られている単語は「子ども（子）」「病気」「病院」「ポリゴン（注）」
「核実験・実験・核」「学校」「お金」等であることが分かった。次に、それら高出現頻度の単語
を用い、共起ネットワークによる解析を行った（図 1）。その結果、子どもの病気や障がいにつ
いて語られる際に、同時に核実験（ポリゴン）やその影響について語られている頻度が高いこと
が分かった。このことから、直接核実験を経験していない現代の子どもたちの疾患や障がいが、
核実験との関連で語られる頻度が高いことが示されたと言える。 
この結果が直ちに疾患・障がいと核実験との因果関係を示すわけではないが、少なくとも子ど

もやその保護者がその関連性について多く言及している、つまり子どもたちの疾患や障がいが
核実験由来であると認識している可能性があることを示唆したものである。今後も研究を継続
し、疾患や障がいが核実験由来であると認識している場合もそうでない場合も、なぜそのように
考えるのか、その認識の根拠について検討していきたい。 
本研究の成果は第 19 回日本子ども学会学術集会等にて報告を行った。それらの議論を踏まえ、

早急に論文化を行いたいと考えている。今回の分析では疾患・障がいをもたない健常児の回答を
対象としていないため、今後何らかの分析を行い、比較検討を行いたい。同時に、質的な研究（内
容分析等）を行うことで、回答者の本来の意図を正確に把握し、現代の子どもが受けている【い
のち】【くらし】【こころ】全般にわたる包括的な被害の実態に迫りたい。 

 
注：「ポリゴン」とは、元来は「多角形」の意味を示す単語だが、実験場の形状になぞらえて、
核実験場及び核実験そのものを示す単語として用いられている。 
 



 
図 1 共起ネットワークによる解析結果 
円の大きさは使用頻度、色及び直線は単語間の関連を示す。 
 
 
表 2 子どもの障がい・疾患と核実験との関連に言及した回答の例 

 
 
なお、コロナ禍のため現地調査が実施できなかった本研究開始時、当初の計画を変更し、現地

共同研究者の協力のもと、カザフスタンの核実験被害援護措置について検討を行った。 
カザフスタンの援護措置は「補償金の一括支払い」「年金と給与の加給」「有休と産休の追加措置」
を主な特徴としており、一時的な経済援助にとどまらず、生涯にわたる被災者援護を目指してい
る。本研究課題の対象である「現代の子ども」やその保護者、また妊産婦への支援も明文化され
ている。「障害もしくは疾病を持ち、その健康状態と本法律に示された地域に両親の一方が滞在
した事実との間に因果関係の認められる」子ども、という条件付きではあるが、現代の子どもが
過去の核実験によって何らかの影響を被る可能性を認めた内容となっている。しかしながら、そ
れらの補償が十分であるかどうかは議論の余地があり、運用に際しての問題点も今後検証して
いく必要がある。 
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「私たちは核実験の影響を、自分の子どもの病気を通して実感しました。自分の子どもが病
気になるというようなつらいことは、もう誰にも起こってほしくないと強く思います。」 
「核実験がなければ、私のまちの中でがんの患者がもっと少なかったのかなという考えは
時々あります。」 
「核実験の被害者なんだという証明はしてないです。でも、両親が近くに住んでいたことと
か、私も子どものころからずっと核実験が行われいる所に住んでいたとか、そうことだった
ので、今の子どもたちの病気も、遺伝子に関係なく、遺伝的な理由に関係なく、やはり核実
験なのではないかなと思っています。」 
「書類的には核実験の病気と書いてあります。それは、もうだいぶ前から書いてあります。
でも、本当にポリゴンの影響があるかどうかは、はっきりは言えません。」 
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